
29  上田高等学校 （定時制）最終評価

   重点目標・評価項目・評価の観点　

【評価】　Ａ：十分達成     Ｂ：ほぼ達成　　Ｃ：やや不十分　　Ｄ：不十分 ％

重点目標 評価項目 成果と課題 A B C D

1

個別指導の充実と一
人ひとりの生徒の学
習状況についての情
報共有

少人数であることが生かされ、生徒の把握ができており、
職員会や教科の中で学習状況についての情報共有がで
きた。また、個別指導により、つまずきの解消を図れた科
目もあった。さらに情報共有の機会を増やしていく必要が
ある。

20 80 0 0

2
各教科における指導
方法の改善、授業力
を高める工夫

生徒の実態に合わせて、教材の工夫がされている。授業
評価の結果をそれぞれの授業に反映することができた。さ
らに授業改善に取り組み、生徒の意欲を高めていく必要
がある。

40 40 20 0

3
苦手教科のある生徒
へのキメの細かい指
導

一人ひとり丁寧に提出物指導や補充指導がなわれている
が、それ以前に課題を把握できない生徒や、学ぶ意欲が
乏しい生徒に対して、担任と教科担当との連絡を密にし、
適切な働きかけが必要である。

50 40 10 0

4
特設授業の充実と意
欲ある生徒への学習
支援

進学に対応できるよう、工夫した取り組みが行われ、多く
の生徒が意欲的に学習した。しかし、学力差や学力向上
への意欲の差が大きいため、合わせて個別対応していく
必要がある。

20 70 10 0

5
自学自習の指導及び
長期休業中の補習の
実施

希望者に対しては、概ね要望に応えることができ、生徒も
意欲的に学習することができた。さらに希望者が増えるよ
う生徒の意欲を喚起していく必要がある。 30 60 10 0

Ⅱ　生徒の自立
を支援する

6
生徒支援チームの活
動の充実

必要な機関との連携による支援ができたが、支援方法に
ついての情報共有が不十分であった。支援会議から具体
的支援まで校内の円滑な連携ができるよう体制を整える
必要がある。

20 30 40 10

7
生徒の抱えている悩
みや障害の把握

早期の発見と対応のため、複数の教員による生徒との面
談が実施された。悩みごとを把握した後に、課題解決のた
めに速やかに適切な支援ができるよう、情報共有や保護
者との連携を進める必要がある。

20 60 20 0

8
開かれた学校づくり、
外部機関との連携

外部機関との連携が必要に応じて適切に行うことができる
ようなってきている。さらに支援体制が充実するよう、外部
資源とのつながりを強めていく必要がある。また機能的な
職員の分担が必要である。

0 80 20 0

9 在校生徒の就業支援

担任や進路係を中心として、また必要に応じて全職員で
生徒の希望を実現すべく取り組むことができた。さらに１・
２年の早期から卒業後の進路を見据えて考える機会を増
やしていく必要がある。

60 30 10 0

10 キャリア教育の充実

平素アルバイトをしている生徒が多いので、希望者がいな
かった。個別に積極的に勧めることも検討していく必要が
ある。

30 50 20 0

11
個々の進路目標の早
期確立支援

様々な進路学習の機会を設け、生徒の進路意識の向上
に取り組むことができた。今後は生徒が自発的に目標設
定に向かえるよう早期からの意識付けが必要である。

50 50 0 0

12
就職希望者に対する
進路指導の充実

進路係を中心に外部機関との連携を密にし、就職先の新
規開拓に積極的に取り組んだ。生徒に対しては、早期か
ら就職について考える機会を一層増やす必要がある。

70 30 0 0

13
全校清掃の計画と実
施

年間の清掃計画に従い、生徒と職員が一丸となって清掃
美化に取り組むことができ、良い環境を保っている。清掃
場所や方法について、年間を通しより良い計画を探って
いく必要がある。

40 60 0 0

14 上下履きの区別

赤マークの徹底により、ほぼ全員が区別できることが当た
り前になっている。生徒主体で実現できているので、この
状態を継続していくことが重要である。

80 20 0 0

15
健康や環境に対する
意識の向上

健康や環境に関する様々な学習が計画通りに実施され、
生徒の意識を高めることができた。今後も意識向上に努め
ていく必要がある。

70 30 0 0

16 ＬＨＲ時間の充実

充実を図っているが、時間的な制約があり、必ずしも十分
とは言えない。総合の時間も有効に活用することで充実す
る方法を検討し、生徒同士の交流を深める場にしていく必
要がある。

10 50 40 0

17
生徒主体による行事
の実現支援

生徒会役員を継続的に教職員がサポートすることにより、
徐々に生徒主体の行事が成り立つようになってきている。
今年度は生徒主体の生徒会行事を４回実施することがで
きた。

60 30 10 0

Ⅵ　いじめ・暴
力・体罰のない
安心・安全な学
校をつくる

18

いじめ・暴力・体罰の
ない安心、安全な学
校、居場所づくり

生徒との接点を増やすとともに、生徒アンケート等の実施
により情報収集に努め、早期対応ができているが、すべて
を把握できているとは限らない。今年度は事案は１件もな
かったが、今後も全職員が高い意識を持って生徒を見て
いく必要がある。

50 50 0 0

Ⅳ　きれいな学
校をつくる

Ⅲ　早期からの
進路指導を充実
させ、多様な進
路希望実現を図
る

授業計画書の提示、教
材の工夫、授業評価を
実施して授業改善に取
り組めたか。

インターンシップ、就業
体験活動などを計画し
実施できたか。

一人ひとりの生徒の希
望に応えた就業支援が
できたか。

Ⅰ　丁寧な指導
により、生徒の
学習意欲と学力
を高める

　平成28年度　学校評価　評価表

評価の観点

地域に開かれた学校づ
くりと、外部機関との連
携により生徒の自立を
支援できたか。

生徒一人ひとりの学習
課題を把握し、学習状
況について情報共有を
密にできたか。

基礎力の補充、学力向
上をかなえるための学
習指導、補習が実施で
きたか。

スクールカウンセラー等
との連携による支援や、
生徒支援に関する情報
の共有が図れたか。

早い段階で生徒の悩み
や障害を把握し、相談
に乗れたか。

補充指導や提出物の指
導などに取り組めたか。

特設授業は生徒の学習
意欲や学力向上の期待
に応えているか。

職安など外部機関と連
携して適切な進路指導
ができたか。

登校時指導、生徒会の
協力等で上下履きの区
別はできたか。

定期的な全校清掃で校
内外の美化が図れた
か。

進路講話、進路ガイダ
ンス、個別面談などを通
じて支援ができたか。

Ⅴ　生徒にとっ
て居場所のある
楽しい学校をつ
くる

生徒会による行事を中
心に、仲間づくりにつな
がる行事を実現できた
か。

総合的な学習で健康、
環境に関する学習に取
り組めたか。

ＬＨＲ時間の確保と充実
が図れたか。

いじめ・暴力・体罰など
人権侵害について、生
徒の意識を高めるととも
に発生した事案に適切
に対処できたか。


